
御についての情報提供を強化したりするなどの対策を検討する
必要がある． 

5.2 グループ引率教員の役割 

グループの引率を担当する教員がプログラムを把握していな
いという学生からの感想があった．引率教員には事前に実習の
スケジュールや各プログラムの意図について記載した資料を送
っているが，その資料を見ずに学生からの質問に回答すること
までは難しいと考えられる．資料の内容を工夫したり当日あら
ためて印刷した資料を学生と教員に配布したりするなど工夫が
必要かもしれない． 
一方，交流実習やそれ以外の時間での引率教員からの助言に

刺激を受け，課題の整理や解決策の検討が進んだことを示す感
想が複数の学生から寄せられていた．実習全体および各プログ
ラムの意図が記載された資料に，引率教員の関与によってこう
した効果が期待できることや，可能であれば交流実習やそれ以
外の時間に学生の検討が広がったり進んだりしやすくなるよう
に刺激してほしいなど追記するとよいかもしれない． 

5.3 他の講義との連携 

5.3.1 ヘルスシステム統合科学総論 

前期後半の講義「ヘルスシステム統合科学総論」において解決
策の整理方法（ビジネスモデルの策定）も対象に含めたことによ
って，先進病院実習での解決策の提案内容がより実現性の高い
ものになった．発表会において各グループから発表された解決
策の中には，すぐにでも企業に提案できそうだと感じるものが
いくつかあり，これまでにない傾向だった．ここに「ヘルスシス
テム統合科学総論」の内容の変更が寄与したものと考えられた． 
一方，4日目の午前中のグループワーク②で復習のためにこれ

と同様の内容（ビジネスモデルの策定）を行ったが，前日の交流
実習②の後のグループワークでここまで進んでいたグループも
あったり，逆にこの時点でも対象とする課題と解決策をまだ絞
りきれていないグループもあったりして，少し混乱があったか
もしれない．4日目の時点でグループごとの進度が大きな差が生
じることを踏まえたプログラム設計が必要である． 

5.4 実践ヘルスシステム統合科学 

発表会で発表した課題と解決策をさらに社会実装に近づける
ために，「実践ヘルスシステム統合科学」を利用してほしい旨を
実習前と発表会の最後にアナウンスした．また，Moodleの「実
践ヘルスシステム統合科学」のページに記載した．この甲斐あっ
てか，今年度は初めて「実践ヘルスシステム統合科学」の中で解
決策をさらに検討した学生が 2 名いた（この 2 名は同じグルー
プの学生で，「実践ヘルスシステム統合科学」でも一緒に取り組
んだ）． 
先進病院実習の後の後期は講義は少ないものの，いよいよ研

究室での研究が本格的にはじまる時期と思われる．このため，
「実践ヘルスシステム統合科学」の単位として認められるとは
いえ，先進病院実習の続きを行うことは簡単ではないと思われ

る．しかし，前述したように発表会での発表内容は実用化に向け
て企業に提案できるレベルのものがいくつか見られるようにな
っており，先進病院実習で終わりにすることはもったいない．ま
た，実習の成果が社会実装されることが，実習に協力してくださ
っている大学病院や講師の方々の期待に応えることであり，先
進病院実習およびそれに関連する統合科目が目指すべき方向で
あると考えている．このため，先進病院実習での発表内容を企業
へ紹介する仕組みを整備することが望ましく，これを「実践ヘル
スシステム統合科学」の中で行うことや，大学病院から企業へ紹
介することなどが考えられる． 
一方で，企業への紹介を本格化させるには，権利を明確にする

必要がある，発表会で発表された解決策には，それをまとめたグ
ループの学生や交流した大学病院の部署の方々のほか，その場
を提供したヘルスシステム統合科学研究科や大学病院も関わっ
ている．次年度の先進病院実習の前に，誰がどのように権利を持
つと考えるのが社会実装につながりやすく，かつ納得感が強い
のかを検討し，研究科としての方針を決め，知財本部と相談し，
大学病院と調整をすることを検討したい． 

6. 謝辞 

実習の実施にあたり，前田嘉信病院長をはじめとして岡山大
学病院の様々な部署の方にご協力を頂きました．保健学科・保健
学研究科の講義室および物品を 5 日間にわたりお貸し頂きまし
た．ご理解およびご協力頂きました廣畑聡研究科長および教員
の皆様へ御礼申し上げます． 
前期の講義である「ヘルスシステム統合科学総論」との連携お

よび先進病院実習中のグループワーク②におきまして，ヘルス
システム統合科学研究科の志水武史先生にご尽力を頂きました．
また，学生グループの引率教員などをお引き受けくださったヘ
ルスシステム統合科学研究科の先生方に感謝を致します． 
最後に，今年度の先進病院実習の実現に向けてご尽力を頂き

ました横平徳美研究科長にお礼を申し上げます． 
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【編集後記】
『統合科学』第 号を無事に発行することができました．投稿いただいた方々，査読・編集にご協力いただいた方々に

感謝申し上げます．本年 月で大学院ヘルスシステム統合科学研究科設置 年目を迎えます．本号を編集するなかで，
本研究科の構成員が様々な形で統合科学の教育・研究に取り組んでいること，またそれらの取り組みのなかでどのような
成果を得ていかなる課題に直面したのか，あらためて確認することができました．
私事で恐縮ですが， 月から 月にかけて 週間ほど入院することとなり，関係各位に多大な迷惑をかけまた多くのご

助力をいただきました．この場を借りて深謝申し上げます．
ポストコロナに向けて社会が大きく変容しようとしています．これにともないヘルスシステムにおける新たな課題が

顕在化するかもしれません．注視したいと考えています．（吉葉）
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